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Ａ）紹介患者率、Ｂ）逆紹介患者率28
  指標の意義
・�他の医療機関との連携、機能分化を促すための指標

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分子 Ａ）開設者と直接関係のない他の病院又は診療所から紹介状
により紹介された一ヶ月間の患者数＋救急搬入患者数
Ｂ）開設者と直接関係のない他の病院又は診療所への一ヶ月
間の紹介患者数

近接診療所や同一法人内の紹介は除く
救急搬入患者は、救急用自動車で来院された患者

分母 一ヶ月間の初診患者数 近接診療所の初診患者数は含まない。初診料算定患者が対象。

収集
期間

１ヶ月毎

調整
方法

  指標の計算式、分母・分子の解釈

  考察
【2014年年間数値報告】
Ａ）紹介患者率　最小値1.15％　25％値16.92％　中央値25.13％　75％値38.17％　最大値74.40％　　　回答
病院75病院
Ｂ）逆紹介患者率　最小値1.98％　25％値11.06％　中央値16.15％　75％値25.43％　最大値53.97％　　回答
病院76病院
【考察・�分析】
　紹介率・逆紹介率ともに昨年と比較し、大きな変化は見られませんでした。また、救急搬入数の変化による相関性は
ありませんでした。
　しかし、事業所単位で見ると紹介率・逆紹介率を伸ばしているところもあり、取り組みを共有し地域連携を強化して
いきましょう。
　診療報酬改定による地域包括ケア病棟の開設や７：１、１０：１病床からの転換など医療活動は変化しており、近接
診療所や同一法人内からの紹介率・�逆紹介率と合わせて変化を見ていく必要があります。

  改善事例
・	�地域連携室兼任から事務体制補充。地域学習会等積極参加。開業医、地域包括、7：１病院等訪問行動。毎月の宣伝物

郵送。毎朝空床状況近隣診療所へ報告などを行っている。
・	�紹介率、逆紹介率（特に逆紹介率）を上げる事が院所の課題となり、サポートセンターを立ち上げ体制の強化を行った。
・	�現在、サポートセンター医療連携部門が中心となり、紹介・逆紹介率アップの為にさまざまな活動を行っている。
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